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［実践報告〕

文科省委託事業「発達障害の可能性のある児童生徒に対する

早期支援研究事業』平成 26年度・ 27年度実践報告
一附属枝圃と学部の協働による、発達障害支援アドバイザーと支援ラボ“外

付けの通銀指導教室”を中心とした取組による多用的支援システムの構築と

支援実践ー
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1）長崎大学教育学部 2）長崎大学大学院教育学研究科

3）長崎大学教育学部発達障害支援アドバイザー削

平成 26年度・ 27年度（単年度契約）、長崎大学教育学部は、文部科学省委託事業研究

「平成 26年度発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期支援・教職員の専門性向上

事業（発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期支援研究事業）に応募し、採択さ

れた。この事業は、発達障害の可能性のある児童生徒の早期の支援の開始と充実、校内

の環境整備を目的としている。

我々は、事業全体の支援モデルとして、学習面または行動面で困難を示す児童生徒に

対して予防的または早期対応を実現するため、米国の『教育介入に対する応答（RTI目

Response to Intervention）モデル』を参考とした。そのうえで、指定枝に、スクーノレ

ワイドまたはクラスワイドな多層的な支援システム構築とその導入を目標とした支援体

制を構築、実践しつつある。

本稿では、事業概要とその実践とその研究成果を報告する。

I .問題

1 指定枝の設定

本事業には、応募者資格として附属学校を

もっ国立大学としての応募であったため、事

業指定校としては、教育学部附属小学校及び

附属中学校を指定した。附属幼稚園については、

の支援として導入した。

2 目立大学附属学校の特別支援教育

事業指定校

長崎大学教育学部附属小学校

長崎大学教育学部附属中学校

附属小学校への連絡入学幼児へ

発達障害の可能性のある児童生徒が入学・在籍するのは、国立大学教育学部附

属小学校及び附属中学校も例外ではない。公立学校と同等数程度の在籍が想定さ

れる。しかし、必ずしも特別支援教育が積極的に推進されているとは言い難い。

以下にその問題を整理する。

特別支援教育の立ち後れ 高橋・石川・田部（2011）による国立大学附属小学

校における管理職・特別支援教育コーディネーターおよび養護教諭への実態調査

において、国立大学附属小学校にも特別な配慮を要する児童が一定数在籍してい

注）当該文科省事業費による雇用
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ることが明らかにされ、かつ特別支援教育の体制整備が遅れていることが示され

ている。この調査ではとくに「入学選抜を行なっているために該当児童は在籍し

ていない」「国立大学附属での必要性があるのか」「教育研究の使命があるなかで

先生方に特別支援についてどう理解していただくかということが難しい」といっ

た、国立大学附属学校独自の認識・意識課題が浮き彫りとなったことも示されて

おり、国立大学における発達障害児支援は喫緊の課題であるといえる。

聾備状況 国立大学附属学校固における特別支援教育の体制整備状況は、公立

の学校園に比して総じて低いことが示されている。例えば「平成 24年度特別支

援教育体制整備状況調査」では、「校内委員会」「実態把握」「コーディネーター」

「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」「巡回相談」「専門家チーム」「研修」

の 8項目すべてにおいて、国立大学附属学校園は公立学校園よりも実施率が低く、

とくに「個別の指導計画」は公立 80.7%に対し国立 34.7%、「個別の教育支援計

画」は公立 64.3%に対し国立 23.0%と顕著に低い結果が示されている。

整備の遅れの背景には、現場からは、保護者の附属学校園への期待と子どもの

実態の講離による障害理解の困難・障害理解教育の立ち遅れ等が指摘される。よ

って早期支援の実現が難しい現状にある。

長崎県（2015）においては、公立学校を対象とした「教職員の専門性の向上」の

ための県教育委員会及び県教育センターのスキルアップ研修会等が実施されてい

るが、附属学校園は対象外であり、教員個々の指導技術に依存した支援状況であ

り、全体としての支援が困難な状況になっている。

整備の必要性 文部科学省（2009）の示す「国立大学附属学校の新たな活用方

策等について」では、国立大学附属学校園は「①国の拠点校としての育成」「②地

域のモデノレ校としての育成」「③全国規模の研究協議会の開催による地域を越えた

普及・啓発」が「改善の方向性」として打ち出されているが、これらの方向性を

いかしながら特別支援教育体制整備の拡充と、他の公立・私立学校園へのモデノレ

提示をしていくことが求められるといえる。

以上の問題意識から、国立大学附属学校における特別な配慮を要する児童生徒

の、早期支援に向けた実態把握、個別の指導計画の立案と支援方法の具体的な提

示、教室及び学校環境の構造化等を念頭に置いた改善、同時に管理職・養護教諭

等を含めた全教員への指導助言及び研修を通して、教職員の特別支援教育に関す

る専門性の向上をはかることが不可欠である。

3. 事業による研究の目的・目標

事業導入による目標は、特別支援教育の立ち遅れが指摘されている、国立大

学附属小学校・中学校において、発達障害の可能性がある児童生徒の早期支援を

実現し、関わる教職員の専門性を向上させることである。

大学支援チーム（支援ラボ）との連携のもと、学習面または行動面で困難を

示す児童生徒に対して予防的または早期対応を実現するための、米国の教育介

入に対する応答（RTI: Response to Intervention）モデルを参考とした、ス
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クールワイドまたはクラスワイドな多層的な支援システム構築とその導入を

ねらう。個々に応じた視覚的・聴覚的刺激の軽減等を配慮した教育環境の工夫

を検討すること、その成果をもとにすべての児童生徒が理解しやすいよう配慮

した授業等、指導方法の改善、教育環境の整備を行うこと、教員の専門性向上

のための大学との連携・役割分担・研修およびミーティングの方法について明

らかにすることをめざす

その上で、研究の目的として，附属小学校・中学校都の連携の元、発達障害

の可能性のある児童生徒への早期気づきによる早期支援の開始、及び対象児童

生徒への構築された支援システムによる学習面および行動面における個別支

援を実施し、その効果を明らかにすることとした。

II .実践の概要

1 .実践の構造

実践の柱 実践の柱は、以下の 3つである。

①附属校（園）と学部の協働（コラボレーション）

②附属校（園）に発達障害支援アドバイザーを配置。

③学部に支援ラボ“外付けの通級指導教室”を設置。

支援チームの構成と支援ラポ 教育学部特別支援教育教室を中心とした教員

に本事業で雇用したスタッフを加え、支援チームを構成した。図 1に示す。

附属幼稚園

附属小学校
・事業総括（1)

．個別・小集団支援担当（3)

・支援技術開発・理解教育担当（1)

. sv・保護者支援担当（1)

・“つなぎ”担当（ 1 )* 

－指導助言（1)

特別支援教育

コーディネータ

発達障害支援
アドバイザー

－発達障害支援アドバイザー（1)

．事務担当（2)
附属中学校

教育学部特別支援教育コース

(3年生及び 4年生）

育
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図 1 支援体制の構造
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2. 発達障害支援アドバイザーの配置と役割

実践の柱①附属校（園）と学部の協働の実現のため、②発達障害支援アドバイザ

ーを配置した。平成 26年度には発達障害支援アドパイザーを 2名及び合理的配慮

支援員 1名、平成 27年度には発達障害支援アドバイザーを 3名雇用した。

発達障害支援アドバイザーの配置及び役割は以下の通り（表 1）である。実際

の活動については後述する。

表1 発達障害支援アドパイザーの配置と役割

平成 26年度

配置職種 配置場所と数 役割

附属小学校（！）
・特別支援教育コーディネーターとの連携

発達障害支援アド
・児童生徒の観察による情報収集、実態把握

パイザー
－教員からの相談への対応、助言

附属中学校（！） －支援ラボへの連絡、支援ラボからの成果のフィー
ドノ〈ッタ

合理的配慮支援員 附属小学校 児童生徒への直接的支援（授業での学習支援など）

平成 27年度

配置職種 配置場所と数 役割

・特別支援教育コーディネーターとの連携

附属小学校（2) ・児童生徒の観察及び学習支援場面による情報収集、
実態把握、

発達障害支援アド
附属中学校（！） －教員からの相談への対応、助言

パイザー （うち l名は総括と ・支援ラボへの連絡、支援ラボからの成果のフィー
ドノ〈ック

して兼任） －教員への情報提供（定期的な通信の発行）
・個別支援計画の作成と提示

！支援ラボ（1) ！児童生徒への支援ラボにおける個別支援

3. 支援ラポの股置

1 ）支援ラポのコンセプト

教育学部支援チームにより（表 1)、支援ラボを設置した。支援ラボは、い

わば“外付けの通級指導教室”である。外付けとは、附属校内に設置するので

はなく、附属校に近接する大学教育学部内に設置し、放課後補充指導等を実施

する場であることを意味している（支援ラボは、事業費による研究上の活動を

指すものであり学則等による設置ではない）。

2）児童生徒の個別支撮

附属校園に在籍する児童生徒の個別支援を実施した。

支援対象 本事業は“発達障害の可能性のある児童生徒”を対象とする。し

かし発達障害の可能性が、顕在的であるとは限らないため、支援対象を以下の

ように設定した。

－現在までに発達障害の診断を受けた経験のある児童生徒。

・グレーゾーンや特性の“うすい”児童生徒、未診断の児童生徒の支援も必要で
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あるとし、本人・保護者・教員からの支援ニーズに応じて対象とする 0

．相談ニーズをもっ担任。

－相談ニーズを持つ保護者。

アセスメント・プログラム ニーズや状況に応じて、対象児童生徒の心理

教育的アセスメントの実施）を行った。結果は、本人及び保護者に還元すると

ともに、指定校への情報提供等連携を行うことを原則とした。アセスメント・

プログラムは、心理教育的アセスメントの理論に則り、実証的手法を用いるも

のとし、観察・聞き取りを踏まえ、アセスメントツールである知能検査や発達

検査を中心としたテスト・バッテリーを構成し、実施することを徹底した。

さらに、継続的プログラムの経過中も、支援成果の検証のためのアセスメン

トを実施し、支援計画の見直しに努めている。

支援ラポで提供する継続的プログラム アセスメントにより継続的な支援

が必要と判断された場合、保護者との契約の元、個別支援プログラムを実施し

た。契約は、支援構造についてであり、具体的には学校との連携内容、支援頻

度・時間帯・通うための方法・支援方針等・費用（無償）などである。

個別支援プログラムは大別して 3つを提示した。

①個別の学習支援のつまずきに向けてのプログラム

②社会性の育ちを支援するプログラム

③気になる行動の解決に向けてのプログラム

個別支援成果のフィードパック プログラムで得られた結果や支援の経過

は、①発達障害支援アドバイザーを通じて担任に伝達、②個別支援担当スタッ

フ・発達障害支援アドバイザーと担任（管理職等を含むことも）などによるケ

ース会議において報告、など、の方法をとりながら、成果のフィードパックを

図った。

小集団プログラム 小集団プログラムについては、用意はしていたが、個別支

援ニーズが高い反面ニーズがなく、実施していない。

支援スベース
：学校の窓口としては特別支
• 111コディネタの先生に
iお願いしています．

, ・・・・・・・・

初図面接にて支侵方針を決 ~ 
定します．支陵ラボの利用 ~ 

．来談方法時間などは保護 ：
i者と取り決めたのち、学校へ
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附属学校

図 3 支援内容の構造

4. インクルーシブ教育システムの実現に向けた基礎研究

1 ）障害理解教育の推進

平成 26年度には障害理解教育の基礎研究を行い、それをもとに平成 27年

度には障害理解のための授業実践を実施した。

2）教材開発の基礎研究

ICT教材（タブレット型 PC）を活用した教材開発の基礎研究を行った。

3）環境の構造化のためのモデル作成

支援ラボでの支援の結果、児童生徒個々に有効と思われる環境調整のための

方法を検討した。また、支援ラボの場において、不要な音刺激を調整するノイ

ズキャンセリングフォン（イヤホン）、不要な視覚刺激を調整する各種パーテ

ーション（卓上型・床置き・スペース区切り型など）、小休憩ができるスペー

スを確保するための各種パーテーションなどの活用モデルを提示し、支援方法

の具体例の蓄積に努めた。
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m.発達障害支援アドバイザーの活動

1 . 発達障害支援アドバイザーの実践

発達障害支援アドバイザーの活動は、以下の 4点に集約された。

O児童生徒の観察し、教師への聞き取り等の実施

0 「個別の支援計画」を作成

0支援による児童生徒の困り感を軽減

。指定校における特別支援教育の啓発

2. 個別の教育支援計画への取り組み

今回、附属小及び附属中において、支援ラボを利用している児童生徒について

長期的な見通しをもった支援を行っていくための個別の教育支援計画を作成した。

作成し、附属校に提供した個別の支援計画は、児童生徒の実態をまとめた「個

人理解表」（図 4）と「個別の指導計画」（図 5）を用意した。

3. 附属小・附属中との連携

①児童、生徒の観察と教師への聞き取り

小学校においては 9名（附属幼稚園 2名を含まず）、中学校においては、 2名

の生徒が支援ラボを利用している。小学校は週に 413、中学校は週に 1目、学校

を訪問し、授業や休み時間、昼食時などの児童生徒の様子を観察したり、闘わっ

たりすることで、児童生徒の実態や状況を把握するようにしている。また、担任

より、学習や生活面の情報を聞き取ったり、支援の方向性などを話したりするこ

とで連携を取った。

②小学校における児童への支援

小学校においては、支援ラボを利用している児童のうち、授業等で直接的な支

援を必要としている児童について、担任と連携しながら支援を行った。具体的に

は「児童が一斉指示を理解していない場合にはもう一度説明する」「注意がそれて

いる場合には声をかけ、注意を促す」「課題の理解を助ける」等である

③特別支援教育についての啓発

指定校において、発達障害や特別支援教育への理解を深めたいと考え、『発達支

援だより』を作成し、発達障害の概要や個別の教育支援計画等の説明や事例など

を提示し全教師に配付するようにした。指定校で実践されている授業は、発達障

害のある児童生徒にとって視覚的に内容が捉えやすかったり、展開に見通しを持

つことができたりする工夫がなされていることが多く、授業のユニパーサルデザ

イン化につながっていると感じた。教師が授業のユニバーサノレデザイ化という視

点をもつことで、学校においても特別支援教育への理解が深まると考える。授業

のユニパーサルデザイン化についても『発達支援だより』を通して、情報を発信

していくようにする。

4. 支援ラボとの連携

①情報の交換（ラポ・カフェの鼠み）

毎週水曜日に 1時間程度、大学教員とアドパイザーとの情報共有の場（「ラボカ
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フェ J）を設けている。そこで、アドバイザーから支援対象児の学校での様子やに

ついて伝え、大学教員と話し合いながら、今後の支援の方向性について検討して

し、る。

個人理解禁

〈様式1〕 申 込 日平成26年 月 日

記入日平成27年8月7日

家庭の僚子
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市
一
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一
一日一
回
一町
一吋

平成年月日

年組

先生
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会じゅぎょうのはじめとおねりの詩E

じめ おわり

1 8持55泊 9持35~

2 

聞いて 3 10持50$-j

4 11時40分

両1 ＼~ 5 同・本・会 14時 15$-3

しせい JrJ(I 火・滝、 13時55~ 1 

見て

図 6 行動カード 図 7 「授業の時間Jカード

②教材・教具

支援対象児への支援の方法として有効だと考えられる教材や教具を、支援ラボ

において有効かどうか確認したものを学校においても使用し、児童の支援に活用

した。

5. まとめと今後の標題

指定校における発達支援アドバイザーの取り組みが始まり 1年が経ち各校で教

師との連携や協力体制が取れるようになった。支援ラボを利用している児童生徒

については、具体的な個別の目標や支援方法について共通理解が図られ、観察や

支援がスムーズに行われるようになった。今後は次年度以降の指定枝における特

別支援教育を進めていく上でアドバイザーの役割をどのように引き継いでいくか

が課題である。

w 個別支援プログラムの実践

ここでは、大学内に設置した外付けの放課後通級教室（支援ラボ）の実践及び

附属小学校との連携について報告する。

1 . 個別支援の目的

学習面や行動面に困難を示す児童生徒に対して、支援ラボで個別支援プログラ

ムを実施する。支援ラポにおいて、児童生徒に構築された支援システムによる学

習面および行動面における効果を附属学校と共有し、教窒でのユニバーサルデザ

イン教育や合理的配慮として応用・般化することをめざした。

2. 実践

(1)支援ラポでの取組

支援ラボでは、アセスメント及び学習支援、行動問題解決支援、社会性支援の
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プログラムを実施している。個々の課題に適したテスト・パッテリーを組み、そ

の結果に応じたプログラムを作成し、支援を行ったロ

①個別の学習支援のつまずきに向けてのプログラムの実例

ケース 1：学習支援 学習の遅れを主訴とする小学校女児。 WISCW、KABC E、

LOI R （学級担任による記入）、 SM社会生活能力検査（保護者による記入）を実

施。個別支援の主な内容は、算数学習を中心とした学習支援である。算数プリン

ト、 ICT機器の算数学習アプリによる同内容の復習問題に取り組んでいるロ個別

支援によって、具体物や絵を視覚的な手がかりとして与え、言葉で意味づけるこ

とが効呆的であることが分かった。

②社会性の育ちを支援するプログラム

ケース 2 ：ソーシャルスキルトレーニング（以下、 SST) や聞き取りによる支援

社会性のつまずきを主訴とする小学校男児。 WISCN、心の理論課題 2、SM社

会生活能力検査（保護者による記入）を実施。個別支援の主な内容は、対人ルー

ノレの獲得、相手の気持ちを考えることに焦点を当てた絵カードやプリントを用い

た SST、聴覚的短期記憶の向上を目的とした聞き取りワークシート、 ICT機器の漢

字学習アプリによる書字課題に取り組んでいる。

③気になる行動の解決に向けてのプログラム

ケース 3 プレイセラピーによる支援 社会性のつまずきを主訴とする小学校男

児。 WISCN、LOIR、ADHDRS W日本語版（学級担任による記入）を実施した。

面接場面においてネガティプな発言があるなど、情緒面の不安定さが見られた。

そのため、絵や折り紙、ゲーム等を用いて関わり、本児の気持ちの表出を促がす

ようプレイセラピーを行った。

④気になる行動の解決に向けてのプログラム

ケース 4：医療様聞との連携による支援 学習への集中と書字の困難さを主訴と

する小学校男児。 WISCW、STRAW、LDIR （保護者による記入）、 SM社会生活能

力検査（保護者による記入）を実施した。 ADHD、LDリスクの他、授業観察からチ

ックや睡眠障害（昼夜逆転）等も見られたため、医療機関受診を勧めた。保護者

の了解のもと、支援ラボや学校での状況を主治医と共有し、診断が付き投薬治療

が開始された。支援ラボでは視機能トレーニングや得意な教科内容の書く活動な

どを取り入れ、授業への集中が続き、書宇も安定して、生活リズムも改善されつ

つあった。

3. 小学校との連携

①ケース会聴による連携

担任との情報交換は、ラボスタップの授業観察時に随時行う他、学期に 1度程

度、管理職、特別支援教育コーディネーター、担任、支援ラボスタップによるケ

ース会を開催し、支援ラボでのアセスメントや支援状況、学校における様子や配

慮事項等を情報交換する場を設けた。 27年度は、支援ラボ側がイニシアティブを

取り、担任がつけた実態把握チェックリストや、支援ラボでのアセスメント、個
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別支援内容、学級における支援目標等を含んだ個別の教育支援計画を作成した。

②発達障害支援アドバイザーを通し ての 連携

2名の発達障害支援アドパイザーが附属小中学校の対象クラス等を巡回し、対

象児童生徒を中心に観察を行い、必要に応じた学習支援を行ったロまた、そこで

得た情報を、週に一度支援ラボスタッフと共有する時間を設定した。さらに、支

援アドバイザーが職員会議や学年会議等に随時出席し、発達障害の理解と支援等

の研修や資料提供を実施した。

4 まとめと今後の標題

保護者からの相談に始まり、多角的なアセスメントを行い、個別支援の有効性

を蓄積し、学校と共有することを繰り返す中で、附属小学校の教員と特別支援教

育の視点での学級経営や授業づくりの話題がしやすくなった。支援ラボでの成呆

を、教室の一斉指導の中にどうつなげていくかについて、引き続き研究を進めて

いくことが課題である。

台本研究は、文部科学省『平成 26年度・平成 27年度 発達障害の可能性のある児童生徒

への早期支援事業』の助成を受けた。

村本稿は、『教育実践研究フォーラム in長崎大学 “教育実践と省察のコミュニティ 2015”

抄録集』（未公刊）（「よりよい連携を探る～多様な教育実践研究のあり方を求めて～」， 11

月 28日，長崎大学文教キャンパスにて実施）に掲載し連続した 3つのポスター発表とし

て行った原稿を、ポスター発表での質疑応答を踏まえ、新たな視点を加えて執筆者間で

協議を行い、執筆しなおしたものである。

村宏事業内容と成呆の詳細については、『平成 26年度 長崎大学 発達障害の可能性のあ

る児童生徒への早期支援事業報告（中間報告書）』（長崎大学教育学部， 2015，未公刊）

(http ://www.ed u.nagasaki -u. ac.jp/j a/news/detail.php ?id= 124&y＝にでも閲覧可）『平成

27年度 長崎大学 発達障害の可能性のある児童生徒への早期支援事業報告』（長崎大

学教育学部，印刷中， 2015年 3月末発行予定）を参照されたい。本稿は事業成呆の公表を

目的に報告書の内容の概要を実践報告の体裁を整えてまとめたため、掲載した図表・資

料等の重複使用があることをお断りします。

【本稿における担当と事業における担当】

吉田ゆり（ I • II及び原案の加筆・修正）（支援ラボ個別支援担当）

西 川崇 臼Vの執筆）（支援ラボ個別支援／附属校園のつなぎ担当）

田口真弓（ illの執筆）（発達障害支援アドパイザー総括として附属小学校・中学校におけ

る支援のコーディネイトを担当）

松尾かなみ（IVの執筆）（発達障害支援アドバイザーとして支援ラポにて個別支援担当）

玉利彩（ illの執筆）（発達障害支援アドパイザーとして附属小学校に配置）
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